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サボテンの花 

オオガタホウ

ケン、ウチワチ

ワサボテンの仲

間など、様々な

品種で大きな花

が見頃です。   
トチノキ (ムクロジ科) 

葉の間から穂状の花が

立ち上がっています。雄し

べが伸び、華やかな様相

を呈しています。 

カスケード花壇の植物 
見事な穂状花を咲かせてい

るのはデルフィニウム。花をツ

バメが飛ぶ姿に見立てて和名

は大飛燕草（オオヒエンソウ）。

ピンクのかわいらしい花を多数

咲かせているのはリクニス。オ

レンジや黄色の鮮烈な花はナ

スタチウム。花言葉は勝利。カ

ープコラボ T シャツのデザイン

にも採用されています。アリウ

ム･ギガンチウムも見頃になり

そうです。 

オオバユク (マメ科) 

北アメリカ原産で高さ

10～15m になるもので、

アメリカユクノキと言う方

がとおりがいいようです。

ユクノキは秩父地方の方

言で、花の白さを喩えた

雪の木が転訛したものだ

といわれています。 

展示会のご案内 

◇展示温室（～5/24） 

            ハーブ展 

◇展示資料館（5/8～6/6） 

趣味のボタニカルアート展 
 

キショウブ (アヤメ科) 
花茎の高さは 60～100cm にな

ります。名前の由来は花が黄色に

なることで、斑入り葉や八重咲き

などの園芸品種があります。 

バラ (バラ科)  

モダンローズ、オールドローズ、世界の野

生種、広島に関わるバラなど７００種を植栽

しています。詳しくはローズフェスティバル

2018 ガイドマップをご覧ください。 

サクララン  
(キョウチクトウ科) 

つる性の低木で、花

は多肉質で光沢があり、

芳香があります。葉に斑

が入ったものあり、観葉

植物としても流通してい

ます。 

大温室 

リニューアル 

日本一のバオバ

ブやベンガルボダイ

ジュなど650種5000

本の植物を展示。 

キソケイ (モクセイ科) 
ヒマラヤ原産。ソケイは

ジャスミンの別名。同属で

すが、香りはありません。 

ベゴニア・センパフ

ローレンス  

(シュウカイドウ科) 
開花期が長く、小型

の草姿に鮮やかな花色

がメリハリのある模様を

作り出し、花壇などに良

く利用されています。大

花壇ではカープの模様

を描いています。 


